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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、2020 年５月８日付「2020 年３月期決算短信」にて公表しました 2021 年３月期の業績予想値

を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

１．連結業績予想の修正について 
 

2021 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2020 年４月１日～2020 年９月 30 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 7,500 40 40 10 2.03 

今回修正予想（Ｂ） 7,890 160 160 90 18.30 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 390 120 120 80  

増 減 率（％） 5.2 300.0 300.0 800.0  

(ご参考）前期第２四半期実績 
(2020 年３月期第２四半期） 7,151 176 180 109 22.30 

 

2021 年３月期通期連結業績予想数値の修正（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 17,000 430 430 270 54.89 

今回修正予想（Ｂ） 17,560 580 580 370 75.22 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 560 150 150 100  

増 減 率（％） 3.3 34.9 34.9 37.0  

(ご参考）前期実績 
(2020 年３月期） 16,269 412 441 226 46.13 

 

（注）当社は、2020 年７月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行ったため、１株当たり四半期純利益

及び１株当たり当期純利益につきましては、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算出し

ております。 
 

２．個別業績予想の修正について 
 

2021 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（2020 年４月１日～2020 年９月 30 日） 

 
売 上 高 経 常 利 益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 6,000 150 120 24.40 

今回修正予想（Ｂ） 6,090 240 180 36.59 

増 減 額（Ｂ－Ａ）  90 90 60  

増 減 率（％） 1.5 60.0 50.0  

(ご参考）前期第２四半期実績 
(2020 年３月期第２四半期） 6,076 280 210 42.77 



 

2021 年３月期通期個別業績予想数値の修正（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日） 

 
売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 13,500 520 360 73.19 

今回修正予想（Ｂ） 13,700 650 460 93.52 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 200 130 100  

増 減 率（％） 1.5 25.0 27.8  

(ご参考）前期実績 
(2020 年３月期） 13,891 568 355 72.22 

 
（注）当社は、2020 年７月１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行ったため、１株当たり四半期純利益

及び１株当たり当期純利益につきましては、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算出してお

ります。 
 

３．修正の理由 

   2021 年３月期第１四半期連結累計期間における業績は、想定を上回るペースで堅調に推移いたしました。係る業

績を踏まえ業績予想を見直した結果、第２四半期（累計）期間及び通期の連結・個別業績予想につきましては前回予

想数値を上回る見込みとなりました。 

   なお、期末配当予想につきましては、2020 年５月 25 日付「株式分割に伴う配当予想の修正に関するお知らせ」に

て公表いたしました予想値の 1株当たり 14 円に変更はありません。 
 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて判断したものであり、今後の様々な要因

の変化により実際の業績とは異なる可能性があります。 
 

以  上 


